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【 復活トロパリ 第２調 】

【 日本の亜使徒ニコライのトロパリ 第４調 】
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【 日本の亜使徒ニコライのコンダク 第４調 】
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【 復活のコンダク 第２調 】
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【 聖三の歌 】

代禱）主
しゅ

よ、敬 虔
けいけん

なる者
もの

を救
すく

い、及
およ

び我
われ

等
ら

に聆
き

き給
たま

え、

代禱）世
よ

世
よ

に、

【 聖三祝文 】
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【 提 綱
プロキメン

主日第２調 】

代禱）睿
えい

智
ち

、

誦經）プロキメン、主
しゅ

は、我
わ

が 力
ちから

、我
わ

が歌
うた

なり、彼
かれ

は我
わ

が 救
すくい

となれり、
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誦經）主
しゅ

は嚴
きび

しく我
われ

を罰
ばつ

したれども、我
われ

を死
し

に付
わた

さざりき、

誦經）主
しゅ

は、我
わ

が 力
ちから

、我
わ

が歌
うた

なり、

【 使 徒 經
アポストロス

233端 エフェス書6章10節～17節 】

代禱）睿智
えいち

、

誦經）聖
せい

使徒
し と

パヴェルがエフェス人
じん

に達
たつ

する書
しょ

の讀
よみ

、

代禱） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、

誦經）兄 弟
けいてい

よ、主
しゅ

及
およ

び其
その

權
けん

の 力
ちから

に頼
よ

りて堅
けん

固
ご

になれ。神
かみ

の全
ぜん

備
び

の武
ぶ

具
ぐ

を衣
き

よ、 爾
なんぢ

等
ら

が惡
あく

魔
ま

の 奸 計
はかりごと

を禦
ふせ

ぐを得
え

ん爲
ため

なり、 蓋
けだし

我
われ

等
ら

の 戰
たたかい

は血
けつ

肉
にく

に於
おい

てするに非
あら

ず、 乃
すなわち

首
しゅ

領
りょう

に於
おい

てし、權
けん

柄
ぺい

に於
おい

てし、此
こ

の世
よ

の暗 昧
くらやみ

の世
せ

君
くん

に於
おい

てし、天
てん

空
くう

に在
あ

る 凶
きょう

惡
あく

の諸
しょ

神
しん

に於
おい

てするなり。此
これ

に因
よ

りて神
かみ

の全
ぜん

備
びび

の武
ぶ

具
ぐ

を取
と

れ、惡
あ

しき日
ひ

に於
おい

て 禦
ふせぎ

を爲
な

し、凡
およそ

の

事
こと

を 成
じょう

就
じゅ

して、立
た

つを得
え

ん爲
ため

なり。故
ゆえ

に立
た

ちて、眞
しん

實
じつ

を 爾
なんぢ

等
ら

の腰
こし

に束
つか

ね、義
ぎ

の 甲
よろい

を

衣
き

、和
わ

平
へい

を福
ふく

音
いん

する預
よ

備
び

を以
もつ

て足
あし

に履
くつ

はき、更
さら

に信
しん

の盾
たて

を執
と

れ、之
これ

を以
もつ

て惡
あく

敵
てき

の 悉
ことごと

くの火
ひ

箭
や

を滅
け

すを得
え

ん、又
また

救
すくい

の 冑
かぶと

、及
およ

び神
しん

の 剣
つるぎ

、 卽
すなわち

神
かみ

の 言
ことば

を取
と

れ。
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（比較用 口語訳）兄弟たちよ、主にあって、その偉大な力によって、強くなりなさい。悪魔の策略に

対抗して立ちうるために、神の武具で身を固めなさい。わたしたちの戦いは、血肉に対するもので

はなく、もろもろの支配と、権威と、やみの世の主権者、また天上にいる悪の霊に対する戦いであ

る。それだから、悪しき日にあたって、よく抵抗し、完全に勝ち抜いて、堅く立ちうるために、神

の武具を身につけなさい。すなわち、立って真理の帯を腰にしめ、正義の胸当を胸につけ、平和の

福音の備えを足にはき、その上に、信仰のたてを手に取りなさい。それをもって、悪しき者の放つ

火の矢を消すことができるであろう。また、救のかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわち、神の言を

取りなさい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【 アリルイヤ 主日第２調 】

代禱）睿
えい

智
ち

、

誦經）アリルイヤ、

誦經）願
ねが

わくは主
しゅ

は 憂
うれい

の日
ひ

に於
おい

て 爾
なんぢ

に聽
き

き、イァコフの神
かみ

の名
な

は 爾
なんぢ

を扜
ふせ

ぎ衞
まも

らん、

誦經）主
しゅ

よ、王
おう

を救
すく

え、又
また

我
われ

等
ら

が 爾
なんぢ

に呼
よ

ばん時
とき

、我
われ

等
ら

に聽
き

き給
たま

え、

【 福 音 經
エヴァンゲリオン

85端 17章12～19節 】
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代禱）睿智
えいち

、

誦經）アリルイヤ、

【 アリルイヤ 主日第２調 】

誦經）願
ねが

わくは主
しゅ

は 憂
うれい

の日
ひ

に於
おい

て 爾
なんぢ

に聽
き

き、イァコフの神
かみ

の名
な

は 爾
なんぢ

を扜
ふせ

ぎ衞
まも

らん、

誦經）主
しゅ

よ、王
おう

を救
すく

え、又
また

我
われ

等
ら

が 爾
なんぢ

に呼
よ

ばん時
とき

、我
われ

等
ら

に聽
き

き給
たま

え、

【 福 音 經
エヴァンゲリオン

ルカ福音書71端 13章10～17節 】

代禱）睿
えい

智
ち

、

誦經）ルカ傳
でん

の聖 福 音 經
せいふくいんけい

の讀
よみ

、
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代禱） 謹
つつし

みて聽
き

くべし、

誦經）彼
か

の時
とき

イイスス或
ある

村
むら

に入
い

るに、癩
らい

病
びょう

者
しゃ

十
じゅう

人
にん

彼
かれ

を迎
むか

え、遠
とお

く立
た

ちて、聲
こえ

を揚
あ

げて曰
い

えり、イイスス夫
ふう

子
し

よ、我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

め。イイスス彼
かれ

等
ら

を視
み

て、曰
い

えり、往
ゆ

きて、 己
おのれ

を司
し

祭
さい

等
ら

に示
しめ

せ。彼
かれ

等
ら

往
ゆ

く時
とき

潔
きよ

まれり｡其
その

中
うち

一
いち

人
にん

、 己
おのれ

の愈
いや

されしを見
み

て、返
かえ

りて、大
おお

聲
ごえ

を以
もつ

て

神
かみ

を讚
さん

榮
えい

し、イイススの足
そく

下
か

に俯
ふ

伏
ふく

して感
かん

謝
しゃ

せり、彼
かれ

はサマリヤの人
ひと

なり。イイスス曰
い

え

り、潔
きよ

まりし者
もの

は 十
じゅう

人
にん

に非
あら

ずや、其
その

九
く

は何
いづ

處
こ

に在
あ

るか、此
こ

の異
い

族
ぞく

人
じん

の外
ほか

、如何
いかん

ぞ返
かえ

り

て、光
こう

榮
えい

を神
かみ

に歸
き

せざる。又
また

彼
かれ

に謂
い

えり、起
た

ちて往
ゆ

け、 爾
なんぢ

の信
しん

は 爾
なんぢ

を救
すく

えり。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

（比較用 口語訳）イエスがある村にはいられると、十人のらい病人に出会われたが、彼らは遠くの方

で立ちとどまり、声を張りあげて、「イエスさま、わたしたちをあわれんでください」と言った。イエス

は彼らをごらんになって、「祭司たちのところに行って、からだを見せなさい」と言われた。そして、行

く途中で彼らはきよめられた。そのうちのひとりは、自分がいやされたことを知り、大声で神をほめた

たえながら帰ってきて、イエスの足もとにひれ伏して感謝した。これはサマリヤ人であった。イエスは

彼にむかって言われた、「きよめられたのは、十人ではなかったか。ほかの九人は、どこにいるのか。神

をほめたたえるために帰ってきたものは、この他国人のほかにはいないのか」。それから、その人に言わ

れた、「立って行きなさい。あなたの信仰があなたを救ったのだ」。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※代式祈祷③へ


